
 

３０
人
学
級
を
求
め
る
世
論
は
大
き
く
高
ま
り
、
福
岡
県
議
会

に
提
出
さ
れ
た
署
名
は
６
年
間
で
３
０
０
万
に
の
ぼ
り
ま
す
。 

福
岡
市
で
は
昨
年
４
月
か
ら
１
年
生
の
少
人
数
学
級
が
実
施

さ
れ
、
教
員
か
ら
「
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
学
習
の
定
着
が
よ

く
見
え
る
の
で
子
ど
も
に
あ
っ
た
授
業
が
で
き
る
」
「
気
持
ち

の
ゆ
と
り
を
も
っ
て
子
ど
も
に
対
処
で
き
る
」
、
保
護
者
か
ら

も
「
先
生
の
目
が
行
き
届
く
の
で
よ
か
っ
た
」
と
好
評
で
す
。 

進
級
時
に
４０
人
規
模
に
戻
せ
ば
ク
ラ
ス
替
え
な
ど
混
乱
が

起
き
る
と
心
配
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
１０
月
の

市
議
会
で
、
日
本
共
産
党
の
倉
元
た
つ
お
議
員
が
「
効
果
が
あ

が
っ
て
い
る
少
人
数
学
級
を
２
年
生
へ
拡
充
す
べ
き
だ
」
と
要

求
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
論
戦
と
世
論
の
高
ま
り
が
行
政
を
動

福
岡
市
は
、
新
年
度
、
小
学
２
年
生
で
も
３５

人
学
級
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

１
月
１８
日
の
市
議
会
第
１
委
員
会
で
、
日
本
共

産
党
の
星
野
み
え
子
、
中
山
い
く
み
両
議
員
の

質
問
に
対
し
て
、
教
育
委
員
会
が
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。 

少
人
数
学
級
の
要
求
が
ま
た
一
歩
前
進
し
、

父
母
や
関
係
者
か
ら
喜
び
の
声
が
あ
が
っ
て
い

ま
す
。 
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１９９９年 
９月議会 

「どの子もわかり、学ぶ喜びが

はぐくまれる教育が必要であ

り、今の受験中心の詰め込み

教育、子どもをふるい分ける競

争教育から子どもたちを解放

し、子どもの成長と発達に中心

を置いた学校教育に抜本的に

改革しなければならない。そ

のためにもまず本市において

３０人学級を実現すべき」 

       （倉元たつお議員） 

「１９９１年度にやっと４０人学級

が実現しましたが、欧米に比

べると大きく立ちおくれており、

子どもたちに真に行き届いた

教育を保障するため、引き続き

３５人学級の実現を促進するこ

とが重要であります。３５人学

級の即時実施を文部省に強く

働きかけるべき」 

 （宮本秀国議員） 
３０人学級の実現などを盛り込

んだ「命の尊さを確かめ合い、

子どもたちを大切にする教育と

社会をつくるための決議」を、

日本共産党、自民党、福政会、

公明党、社民党、ネットワーク

などの賛成で採択。 

「今、普通の子どもが突然キレ

るという、子ども、学校の新しい

荒れが大問題になっていま

す。深刻な事態打開のために

も、３０人学級を早期実現する

よう国に要求すべきだ」 

  （原田祥一議員） 
「１学級が４０人というのは先進

国では日本だけではありませ

んか。アメリカは今１学級２２人

です。これが世界の流れで

す。高知県や沖縄県のように

県や市町村が単独の予算を使

い、教員をふやすところも多く

なってきています。市教委は

３０人学級を早急に実現するよ

う国、県に要求すべきだ」  

  （星野みえ子議員） 
「４０人学級の見直しを初めと

する教職員定数の改善等を求

める意見書」を、日本共産党、

自民党、福政会、公明党、社民

党、民主・市民、ネットワークな

どの賛成で採択。 

２０００年 
６月議会

 
 
 
 

２００３年 
３月議会

 

「児童生徒支援加配、県単の少人数

指導加配の合計９６名を活用しただけ

でも小学校１年生を３０人学級にする

ことができます。国庫ＴＴ２３８名、同

和教育補充、学力向上補充の市費非

常勤講師９８名まで活用すれば、さら

に４年生程度まで広げることができま

す。すべての子どもたちに豊かな学

力を育て、人格形成を図るために本

市独自でも早急に３０人学級に踏み

出すべきだ」    （中山いくみ議員） 

２００２年 
３月議会 

 

２００３年 
６月議会 

 
 
 

「行き届いた教育のため

の少人数学級はまさに国

民要求となっております。

市長は、３０人以下学級

の即時実現を国、県に強

く要求するとともに、その

実現までの間は、本市自

身の責任において、年次

的にでも実質３０人以下

学級を実現すべきだ」 

（ひえじま俊和議員）

「福岡県での請願署名は

４年間に２００万人にも上る

など、まさに少人数学級

は、全国民的要求となって

います。３０人以下学級の

即時実現を国、県に強く要

求するとともに、当面、本

市の責任において、年次

的にでも少人数学級を実

施すべきことを強く要求す

る」（綿貫英彦議員＝当時）
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か
し
ま
し
た
。 

た
だ
し
今
回
の
措
置

は
教
員
を
増
や
さ
な
い

も
の
で
、
教
員
の
多
忙

化
・
過
密
労
働
が
心
配

さ
れ
ま
す
。 

国
の
責
任
と
予
算

で
、
す
べ
て
の
小
中
学

校
の
３０
人
学
級
実
現
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
力
を

合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。 


